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今 月 の トォフ

月

　楽しそうにオムライスを作る最年少と
最年長の受講者。１月 21 日、中高年の
生きがいづくりや受講者同士の交流を目
的に１回目の『男の料理教室』が市民セ
ンターでありました。これは、伊万里飲
食業組合の協力で毎年開催しているもの
で、計８回開催されます。30 人の受講
者は講師にコツを伝授してもらいました。



　
市
に
は
、
多
種
多
様
な
市
民
活
動
団
体
で
組
織
す
る
市
民
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
『
い
ま
り
』
が
あ
り
ま
す
。
平
成
20
年
11
月
に
設
立
し
、
昨

年
11
月
に
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
設
立
当
初
は
手
探
り
で
始
ま
っ

た
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
い
ま
り
』
の
活
動
も
、
現
在
は
団
体
間
の

情
報
共
有
や
発
信
、交
流
な
ど
を
重
ね
、連
携
を
強
化
し
な
が
ら
『
市

民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
』
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
い
ま
り
』
の
設
立
か

ら
現
在
ま
で
の
活
動
や
加
入
し
て
い
る
団
体
の
活
動
内
容
、
活
動
拠

点
で
あ
る
『
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
』
を
紹
介
し
な
が
ら
、
な
ぜ

市
民
活
動
を
す
る
の
か
、
な
ぜ
市
民
活
動
が
必
要
な
の
か
を
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

特集

〜 

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
中 

〜

　
５
周
年
を
迎
え
た 

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
い
ま
り
』

『
ま
ち
づ
く
り
大
賞
』
受
賞
団
体

● 

金
　
賞
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
栄
町
地
域
づ
く
り
会

● 

銀
　
賞
　
波
多
津
町
ま
ち
づ
く

り
運
営
協
議
会

● 

銅
　
賞
　
伊
万
里
市
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

● 

審
査
員
特
別
賞

　
元
気
バ
ス
協
議
会

● 

入
　
賞
　
楠
久
獅
子
会
、
平
山

青
年
部
、
飯
盛
会

　
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
い
ま
り
』
は
、

設
立
５
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
市
民
活

動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
へ
つ
な
げ
る

た
め
、
２
月
16
日
に
市
民
図
書
館
で
記

念
式
典
を
開
催
。
記
念
事
業
と
し
て

『
ま
ち
づ
く
り
大
賞
』
の
表
彰
と
受
賞

４
団
体
に
よ
る
活
動
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
市
民
と
行
政
と
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

市
主
催
に
よ
る
『
ま
ち
づ
く
り
講
演

会
』
を
同
時
開
催
し
ま
し
た
。

※
上
の
写
真
は
、
式
典
、
表
彰
式
、
発
表
、

講
演
会
の
様
子

● 

問
合
先
　
男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課
地
域
の
元
気
推
進
係

（ 

☎
㉓
２
１
１
５
）

まちづくり大賞『銅賞』受賞団体（伊万里
市観光ボランティアガイドの会）の発表

まちづくり大賞『銀賞』受賞団体（波多津
町まちづくり運営協議会）の発表

まちづくり大賞表彰（金賞を受賞した特定
非営利活動法人NＰＯ栄町地域づくり会）

記念式典であいさつをする前田理事長
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まちづくり大賞『審査員特別賞』受賞団体
（元気バス協議会）の発表

まちづくり講演会（講師はNＰＯ法人吉
備野工房ちみち理事長の加藤せい子さん）



相
互
支
援
な
ど
を
行
い
な
が
ら
連

携
し
た
り
、
活
動
の
拡
大
・
充
実

を
図
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
し

て
、
白
熱
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

　
市
内
を
中
心
に
活
動
す
る
市
民

活
動
団
体
な
ら
ば
加
入
で
き
ま
す

（
正
会
員
年
会
費
３
０
０
０
円
。
会

員
は
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

の
会
議
室
を
無
料
で
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
）。
事
務
局
は
、
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
内
に
あ
り
ま
す
。

● 

問
合
先

　
立
花
町
１
５
４
２
番
地
16
　

　
伊
万
里
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
内            

                 

（
☎
㉓
２
１
９
８
）

　
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ウ
『
い
ま
り
』

は
、
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
を
拠
点
に

市
内
の
市
民
活
動
団
体
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
す
る
こ
と
で
、
人･

情
報

な
ど
の
交
流
を
生
み
、
そ
れ
を
生
か

し
て
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　『
市
民
活
動
』、『
市
民
活
動
団

体
』
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。『
伊
万

里
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
』
で
は
、『
市
民
活
動
』
と
は
、

多
く
の
市
民
の
幸
福
を
願
っ
て
、

市
民
に
よ
っ
て
自
主
的
に
行
わ
れ

る
非
営
利
の
活
動
（
宗
教
、
政
治

活
動
、
選
挙
政
党
を
支
持
す
る
活

動
、
公
益
を
害
す
る
恐
れ
の
あ
る

活
動
を
除
く
）
で
、
こ
れ
ら
の
活

動
を
行
う
団
体
を
『
市
民
活
動
団

体
』
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
17
の
正
会
員
（
右
下
に

掲
載
）
と
８
の
賛
助
会
員
が
加
入

し
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
定
例
的
な
活
動
と
し
て
、
理
事

会
と
相
互
の
連
携
強
化
や
情
報
提

供
、
交
流
を
図
る
た
め
の
会
員
交

流
会
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
会
員
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の

　市民ネットワーク『いま

り』は多くの皆さんの協力

により設立５周年を迎える

ことができました。

　私たちの愛する伊万里を

明るい未来へと向かわせて

いくためには、私たち市民

活動団体の『熱意』と積極

的な『行動』が必要です。

　これからさらに 10 年、

20 年と受け継がれていく

組織を構築し、加入している各団体がさらなる飛

躍に向け、市民ネットワーク『いまり』が今まで

以上に必要とされ、活用されるなど、進化を続け

ていけるよう取り組んでいきます。

　皆さんもより良い伊万里のまちづくりのために

一緒に取り組んでいきませんか。

市民ネットワーク『いまり』正会員（17 団体）
（平成 26 年２月１日現在）

伊万里のためにできること

市民ネットワーク『いまり』を
                   ご存じですか

地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て

25
の
団
体
で
活
動
中

　５周年を迎えた市民ネットワーク『いまり』は、どの
ような目的で設立され、どんな活動をしているのでしょ
うか。ここでは、皆さんにこの組織を知ってもらうため、
概要を紹介します。

楽
し
く
ま
ち
づ
く
り
を
議
論

　
ま
ず
は
こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み
を

一
覧
表
で
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

市
民
活
動
を
行
う
と
い
う
こ
と

市民ネットワーク
『いまり』理事長
　前田　悟 さん

特集 ５周年を迎えた 市民ネットワーク『いまり』

20
年

11
月
27
日

設
立
（
初
代
理
事
長

は
古
賀
幸
則
さ
ん
）

21
年

１
月
26
日

第
１
回
会
員
交
流
会

21
～
22年

度

市
民
活
動
団
体
の
活
動

拠
点
の
機
能
強
化
を
図

る
た
め
、
サ
ポ
ー
タ
ー

を
１
人
配
置（
県
か
ら
）

22
年

２
月
６
日

地
域
づ
く
り
団
体
全
国

研
修
交
流
会
佐
賀
大
会

伊
万
里
分
科
会
の
ホ
ス

ト
を
勤
め
る

22
年
度
～

会
員
の
活
動
を
支
援
す

る
た
め
会
員
事
業
支
援

金
を
創
設

22
～
24年

度

市
民
活
動
団
体
間
の
連

携
強
化
を
図
る
た
め
市

か
ら
の
助
成
を
受
け
る

（
伊
万
里
市
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
団
体
連
携
強

化
事
業
費
補
助
金
）

22
年
度

市
の
助
成
金
を
活
用
し

て
、
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
『
い
ま
り
』
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

22
年

10
月
10
日

県
の
補
助
金
を
活
用
し

て
、
市
と
共
催
で
ま
ち

づ
く
り
講
演
会
を
開
催

24
年

３
月
８
日

市
環
境
基
本
計
画
実
施

計
画
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
会
開
催

25
年

２
月
10
日

設
立
５
年
記
念
事
業

『
ふ
る
さ
と
再
発
見
！

ま
ー
る
ご
と
「
伊
万

里
」』
開
催

26
年

２
月
16
日

設
立
５
周
年
記
念
事
業

開
催

伊万里お菓子倶楽部、伊万里市観光ボランティアガイドの会、伊万
里市日中友好協会、伊万里市ボランティア連絡協議会、伊万里・食
と農を考える会、伊万里地区認知症の人とその家族の会ひまわり会、
いまり（菜の花）の会、クリーンの環

わ

、古伊万里ライオンズクラブ、
一般社団法人伊万里青年会議所、地域社会活動研究会、特定非営利
活動法人伊万里湾小型船安全協会、特定非営利活動法人 NPO 小麦
の家、特定非営利活動法人日本青バイ隊、特定非営利活動法人まち
づくり伊萬里、図書館フレンズいまり、みどりの会　（五十音順）

活
動
の
あ
ゆ
み

誰
で
も
会
員
に
な
れ
ま
す

まちづくりのヒントは会員交流会から
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　ここでは、市民ネットワーク『いまり』会員の中から、いく
つかの団体について活動内容などを取材しましたので紹介しま
す。各団体の活動は、市民ネットワーク『いまり』に加入した
ことで、横の連携や協力体制が拡大・強化されていて、今後、
さらに活動が広がっていくことが期待されています。

　
会
員
は
22
人
。
伊
万
里
青
年
会

議
所
は
、
１
９
６
６
年
、
産
業
と

社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
苦
し
み

あ
え
い
で
い
た
時
代
背
景
の
な
か
、

伊
万
里
を
愛
す
る
青
年
た
ち
の
手

に
よ
っ
て
発
足
し
ま
し
た
。
私
た

ち
は
40
歳
ま
で
の
年
齢
制
限
を
置

き
、
そ
の
若
さ
と
情
熱
を
武
器
に
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
に
加
え
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
や
市
民
党
議
会
、
ま
た
、
青
少

年
を
対
象
と
し
た
体
験
学
習
事
業

な
ど
を
開
催
し
、
地
域
の
活
性
化

や
青
少
年
の
心
の
醸
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
設
立
は
平
成
７
年
。
会
員
は
約

３
８
０
人
。
市
民
図
書
館
が
市
民

の
た
め
の
図
書
館
で
あ
り
続
け
、

守
り
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
図
書
館
の
起
工
式

に
市
民
２
０
０
人
が
集
ま
っ
た
熱

い
思
い
を
忘
れ
ず
完
成
を
祝
う
た

め
の
記
念
日
『
め
ば
え
の
日
』
ぜ

ん
ざ
い
会
や
古
本
市
、
か
る
た
会

を
開
催
し
、
ま
た
、
図
書
館
開
館

を
祝
う
☆
（
ほ
し
）
ま
つ
り
で

は
、
図
書
館
と
26
の
市
民
団
体
が

協
働
で
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、

他
団
体
と
の
連
携
し
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活

動
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
入
し

た
こ
と
で
、
さ
ら
に
人
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
52
人
。『
ひ
と
り
に
で
き
る

環
境
活
動
』
を
合
言
葉
に
、
日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
生
ま
れ
た
素
朴

な
疑
問
や
不
便
、
好
奇
心
を
き
っ

か
け
に
学
び
な
が
ら
活
動
し
て
い

ま
す
。
平
成
22
年
か
ら
は
、
市
の

21
世
紀
市
民
ゆ
め
づ
く
り
計
画
支

援
事
業
を
活
用
し
て
、『
捨
て
な
い

文
化
・
活
か
す
文
化
』
の
発
信
と

し
て
、
約
１
か
月
間
『
エ
コ
屋
つ

ど
い
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品

な
ど
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
そ
れ

を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
譲
っ
て

活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
環
境

活
動
に
つ
い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
し
て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
に

開
催
し
た
第
４
回
の
『
エ
コ
屋
つ

ど
い
』
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
補

助
金
な
ど
も
活
用
し
、
事
業
と
し

て
自
立
、
継
続
し
た
取
り
組
み
が

で
き
ま
し
た
。

　
伊
万
里
の
ま
ち
な
か
に
、
か
つ

て
の
賑に

ぎ

わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
、

ど
の
よ
う
な
ま
ち
な
か
を
子
ど
も

た
ち
に
残
し
て
あ
げ
た
い
か
な
ど

を
考
え
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　『
伊
萬
里
ま
ち
な
か
一
番
館
』
と

い
う
市
民
が
集
い
、
活
用
す
る
施

設
を
核
と
し
て
、
ま
ち
な
か
の
商

店
街
と
連
携
し
て
、
賑
わ
い
を
取

り
戻
す
た
め
、『
ま
ち
な
か
結
婚

式
』
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
自
分
の
住

む
伊
万
里
を
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
い
郷
土
愛
の
育
成
を
図
る
た
め

の
『
伊
万
里
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ
検

定
試
験
』
も
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
私
た
ち
は
、
ま
ち
な
か

と
い
う
地
域
の
活
性
化
を
活
動
の

出
発
点
と
し
な
が
ら
も
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
伊
万
里
に
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
こ

と
で
充
実
し
た
活
動
が
で
き
て
い

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

市民が主役のまちづくりをめざして
こんな活動をしています

一
般
社
団
法
人

伊
万
里
青
年
会
議
所

ク
リ
ー
ン
の
環わ

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ま
ち
づ
く
り
伊
萬
里

図
書
館
フ
レ
ン
ズ
い
ま
り 理事長

百武 誠さん
代　表

平松伸子さん

代　表
齊藤定子さん

会　長
竹下 輝さん

取
材
を
終
え
て

　
こ
こ
で
紹
介
し
て
き
た
市
民
活

動
は
ほ
ん
の
一
部
で
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
団
体

や
そ
の
活
動
が
な
か
っ
た
ら
、
と

考
え
る
と
伊
万
里
の
ま
ち
は
何
と

な
く
物
足
り
な
い
よ
う
な
感
じ
が

し
ま
す
。

市
民
活
動
は
必
要

　
行
政
に
で
き
る
こ
と
、
市
民
に

で
き
る
こ
と
、
役
割
分
担
や
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
中
で
、

市
民
活
動
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

５
年
間
で
作
り
上
げ
た
ネ
ッ
ト 

ワ
ー
ク
は
大
き
な
力

　
他
市
に
は
あ
ま
り
例
の
な
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
は
、
団
体
に

と
っ
て
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
５
年
と
い
う
年
月
を
か

け
て
作
り
上
げ
て
き
た
連
携
や
協

力
体
制
は
、
こ
れ
ま
で
個
別
に
行
っ

て
い
た
市
民
活
動
を
さ
ら
に
拡
大

さ
せ
、
充
実
し
た
活
動
へ
と
つ
な

げ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。



市では市民活動団体とその活動を
紹介、支援しています
　市では、市民活動団体を支援し、協働のま
ちづくりを推進するため『市民活動団体登録
制度』を設けていて、現在 44 団体が登録し
ています。また、団体間の連携を深めるため
や、これから何か始めようとする人のために、
ＮＰＯやボランティア団体の情報を収集して
冊子にまとめています。さらに、もっと身近
に市民活動を感じてもらおうと、年に６回、

『かたろうかい』を発行し、全世帯に配布す
る活動も行っています。これらのことについ
ては、市のホームページでも紹介しています。
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市民活動をさらに
活性させていくために

　市では、市民のまちづくり活動の拠点として、市民活動支
援センター（市民交流プラザ内）を平成 20 年４月から設置
しています。市民活動グループやボランティアなど、現在活
動している団体や、これから活動しようと考えている団体が
利用できます。

市民交流プラザ利用案内

特集 ５周年を迎えた 市民ネットワーク『いまり』

　市では、市民との協働により皆さんが本当に望むまちづくりを進

めるために『伊万里市民が主役のまちづくり条例』を制定し、市民

活動の拠点として市民活動支援センターを設置しています。それか

ら５年が経過し、着実に市民活動は歩みを進めています。

　市民活動とは、決して強制ではなく、好きなことや興味のあるこ

とを通じて、まちづくりに参加すること

です。自分の住む地域が住みよいまち

になることは、誰もが望むことで、そ

のために、多種多様な市民活動の力は

欠かせないものです。そして、市民活

動には『人』が必要です。多くの団体が、

次代を担う『人材』を求めています。

　まちづくりの主役は皆さんです。ど

んなことに興味があり、得意なものが

何かなどを考えてみましょう。まずは

そこから、始めてみませんか。

まちづくりの主役はあなたです

男女協働・まちづくり課
地域の元気推進係
係　長　小川徹也

　青年会議所
の齊藤直美で
す。平日は事
務局として私
が待機してい
ます。会議室
の予約など気
軽に相談して
ください。

市民活動の拠点『市民交流プラザ』

市民交流プラザ

認定団体の登録を受ける
と会議室使用料の減免を
受けることができます。

設 備 内 容 料 金

会議室（小） 10 人程度の会議室 200 円 / 時間

会議室（中） 30 人程度の会議室 300 円 / 時間

会議室（大）
70 人程度の会議室

（中会議室とミーティングルームを
一体的に利用）

500 円 / 時間

貸しロッカー（中） 月単位で利用できます 300 円 / 月

貸しロッカー（大） 月単位で利用できます 500 円 / 月

貸しブース 団体用事務所として利用できます 2,500 円 / 月

コピー機（A3まで）
白黒	 10 円 / 枚
カラー	 50 円 / 枚

＊開館時間のお知らせ＊
障害者生活支援センター
月～金 9:00 ～ 17:00

※祝日、年末年始は休館します。

市民活動支援センター
月～金 9:00 ～ 17:00
月～金 17:00 ～ 22:00
土、日、祝 9:00 ～ 22:00

※年末年始は休館します。

自由に使えるパソコン

団体事務所用貸しブース
（５区画）

最大80人まで可能な会議室

自由に使えるミーティングルーム簡易印刷機（A3まで）
製版 30円 / 版
印刷 5円 / 枚
印刷 3円 / 枚（用紙持込）

利用申請があれば
会議室のみ利用可能

⎫
⎬
⎭

利用料金案内



◆問合先　市民課窓口係（　 ☎㉓２１４３）
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　３月・４月は、入学や就職、転勤などによる引っ越しのシーズンで、窓口が大変混み合います。
通常の業務時間に来庁できない人は、延長窓口や休日窓口を利用することができます。
　住民票の異動手続き（転入・転居など）は、異動した日から 14日以内に届け出が必要です。

◆土曜・日曜日開庁日時
　３月 29 日（土）、30 日（日）、４月５日（土）、６日（日）

　の４日間　いずれも午後１時から５時まで

◆取扱業務
　市民課　窓口業務全般。ただし旅券発給事務は交付のみ

　税務課　税務諸証明の交付・納税相談

期間中３月末と４月初めの
土曜・日曜日を開庁します

◆平日延長日時
　３月 31 日（月）～ ４月４日（金）午後７時まで

◆取扱業務
　市民課　窓口業務全般

　　　　　 旅券発給事務（申請および交付）

　税務課　税務諸証明の交付・納税相談

期間中平日の窓口業務を
午後７時まで延長します

①印鑑（認印）　

②国民健康保険証、介護保険被保険者証、後期高齢者医療

被保険者証など（該当する人のみ）

③届出人の本人確認書類（運転免許証やパスポート、住基

カードなど写真付きは１点、保険証、年金証書、預金通

帳などは２点）

※ 転入届には、転出証明書（前住所地交付）が必要です。

※ 戸籍や住民票の交付申請のときも、『本人確認』が必要です。

住所変更の手続き（転入・転出・転居）に必要なもの

※届け出の内容によっては、他の事業所や官公庁などが休

みのため問い合わせができず、対応できない場合があり

ます。

※住民基本台帳ネットワークサービスに関連する次の業務

　は取り扱いできません。

　□住民票の広域交付

　□住民基本台帳カードの交付

　□電子証明書の交付

　□住民基本台帳カードを使った付記転入・転出届の受付

 休日・延長窓口では取り扱いできない業務があります
①
伊
万
里
市
か
ら
他
市
町
村
へ
転
出

す
る
場
合
の
転
出
証
明
書
の
交
付

は
、
引
っ
越
し
日
の
２
週
間
程
度

前
か
ら
手
続
き
が
で
き
ま
す
。引
っ

越
し
が
決
ま
っ
た
ら
早
め
に
手
続

き
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
月
曜
日
（
休
日
明
け
の
日
）
は
、

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
手
続
き

を
急
い
で
い
な
い
場
合
は
、
別
の

曜
日
を
選
ん
で
も
ら
う
と
ス
ム
ー

ズ
に
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

③
比
較
的
混
み
合
わ
な
い
、
朝
早
い

時
間
帯
（
午
前
８
時
30
分
～
10
時
）

の
利
用
を
勧
め
ま
す
。

混
雑
を
避
け
る
ポ
イ
ン
ト

です！入学・就職・転勤のシーズンとなりました春
異動手続きはお早めに

✿ ３月 29 日（土）〜 ４月６日（日）特別開庁 ✿

伊万里市役所 検索：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。
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宝
く
じ
助
成
金
を
活
用
し
て
、

消
防
本
部
に
防
火
・
防
災
啓
発
用

Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
防
災
紙
芝
居
、
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
資
機
材
を
活

用
し
て
市
民
を
対
象
と
し
た
防
災

講
習
や
幼
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
へ
の

研
修
を
行
う
な
ど
、
防
火
・
防
災

意
識
の
普
及
向
上
に
役
立
て
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
事
業
所
や
団
体

な
ど
へ
の
貸
し
出
し
も
行
い
ま
す
。

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
地
域
で
行
う
事
業
や
活
動

に
必
要
な
設
備
の

整
備
の
た
め
に
補

助
金
を
交
付
し
て
い
て
、
今
回
の

よ
う
な
助
成
事

業
は
、
宝
く
じ

の
収
入
を
財
源

と
し
、
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
や

普
及
を
広
報
す

る
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

● 

問
合
先
　
予
防
課
火
の
用
心
係

　
　
　
　
　 

（
　
☎
㉓
２
１
１
８
）

土地所有者の皆さん、ご協力をお願いします

平成26 年度 調査対象の小字一覧

　地籍調査で できないこと

一定の要件を満たしていれば、

土地の分筆や合筆、地目変更、

地番変更などの処理　　

登記名義人の変更

（相続･売買･贈与･交換などに

よる所有権移転登記）
○ ×

　地籍調査で できること

波多津町
内　野
大久保
佐矢中
柿　原
上　野
内　野
山　頭

馬蛤潟
小灰ノ浦
蒲　原

先ノ塩屋
白　潟
馬蛤潟
午ノ木

力武新田

清水ヶ浦
煤　屋
前　潟
後口津
殿ノ浦

伊勢ノ元
上灰ノ浦
下灰ノ浦

黒川町
黒　塩
釜　蓋
シウシ
屏風谷

原　ル
下　田
山　下
河　下
土　屋
煤　屋
大　坂

皆治ヶ浦

　地籍調査事業を決められた調査期間内に正確に進めるためには、土地所有者の相互の信頼と合意により境界を決定し
てもらう必要があり、その境界確認（一筆地現地調査）の際には、立ち会いをお願いすることになります。また、測量作
業にあたっては、国土調査多角点杭

くい

の設置や土地への立ち入りなどを行う必要があります（測量業務は外部業者へ委託）。
　境界決定や境界確認など土地所有者の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

【基準点保護のお願い】
　測量の基準点を示す杭や鋲

びょう

は、一筆ごとの土地を測量するための基準となるものですが、地籍調査終了後も土地の分
筆や境界の復元などを行うときに必要となる大切なものです。工事や開発などで移設が
必要な場合は、地籍調査課まで事前にお知らせください。

【今年の予定】　▷４月下旬〜　対象者へ個人別台帳送付　▷５月中旬〜　地元説明会　▷６月下旬〜　一筆地現地調査

調査開始から完了まで
約３年間かかります 

《平成 26 年度＝１年目》　
▷一筆地現地調査と測量

《平成 27 年度＝２年目》
▷一筆ごとの調査結果のまと
　め、閲覧、国・県の認証

《平成 28 年度＝３年目》
▷法務局へ送付

辻
深　浦
竹　山
大　平
餅ノ木

辻
五本松
柳　谷

平成 26 年度の地籍調査は、黒川町黒塩の一部、
      波多津町内野・煤屋・辻・畑津・木場の各一部、馬蛤潟を調査します

■ 問合先　地籍調査課（☎㉓２１９２）

古木場
宿

百　崎
畑　津
新　田
八斗田
中　嶋
大　谷

松ノ尾
木　場
無　連
栗　田
大　坂

　
１
月
22
日
、
伊
万
里
農
林
高
校

の
生
徒
が
、
手
作
り
し
た
ベ
ン
チ

６
脚
を
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
同

校
で
は
、
５
年
前
か
ら
、
生
徒
が

課
題
研
究
の
授
業
を
利
用
し
て

作
っ
た
ベ
ン
チ
や
木
製
手
す
り
な

ど
を
、
毎
年
市
に
贈
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
ベ
ン
チ
は
、
長
さ
１
・
５

㍍
、
幅
と
高
さ
は
45
㌢
で
、
森
林

工
学
科
３
年
生
７
人
が
、
２
年
前

に
林
業
演
習
林
で
伐
採
し
た
ヒ
ノ

キ
を
乾
燥
さ
せ
、
設
計
か
ら
材
料

の
切
り
出
し
、
仕
上
げ
ま
で
を
分

担
し
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
ベ
ン

チ
は
伊
万
里
駅
前
の
バ
ス
停
（
Ｊ

Ｒ
側
）
と
国
見
台
球
技
場
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

伊
万
里
農
林
高
校
が
市
に
ベ
ン
チ
を
寄
贈

皆
さ
ん
に
使
っ
て
も
ら
い
た
く
て
頑
張
っ
て
作
り
ま
し
た

消
防
本
部
に
視
聴
覚
資
機
材
整
備

防
災
意
識
の
普
及
向
上
に
役
立
て
ま
す

↑今回整備されたＤＶＤ
↑この日は、森林工学科３年生７人全員で
　ベンチを届けに市役所に来てくれました
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春
は
心
の
変
化
が
起
き
や
す
い

季
節
で
す
。
異
動
や
進
学
な
ど
に

よ
り
生
活
環
境
が
変
化
し
、
緊
張

の
た
め
心
の
健
康
を
損
な
い
や
す

く
、
ひ
と
り
で
悩
み
込
ん
で
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
悩
み

が
深
く
長
く
続
く
と
心
が
痛
ん
で

き
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
考
え
て
も
解
決
し
な

い
と
き
に
は
、
周
り
を
ゆ
っ
く
り

と
見
回
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
あ

な
た
の
話
を
聞
い
て
く
れ
る
人
が

必
ず
い
ま
す
。
話
を
す
る
と
、
少

し
心
が
軽
く
な
る
で
し
ょ
う
。
気

分
が
落
ち
込
ん
で
い
る
と
き
は
無

理
を
せ
ず
、
疲
れ
て
い
る
と
き
は
、

ゆ
っ
く
り
休
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

周
囲
の
人
は
、
悩
ん
で
い
る
人
を

励
ま
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。「
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
の

に
、
こ
れ
以
上
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
」
な
ど
と
落
ち
込
ん
で
し
ま
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
相
談
機
関

へ
心
の
悩
み
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
病
気
だ
と
感
じ
た
ら
必
ず

専
門
科
で
受
診
し
、
回
復
す
る
ま

で
じ
っ
く
り
と
治
療
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

● 

相
談
機
関
　

▽
伊
万
里
保
健
福

　
祉
事
務
所    

（
☎
㉓
２
１
０
１
）

▽
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　      

（
☎
㉓
３
５
１
２
）

▽
福
祉
課      

（
☎
㉓
２
１
５
６
）

▽
健
康
づ
く
り
課（
☎
㉒
３
９
１
６
）

 

　
家
族
や
仲
間
の
変
化
に
敏
感
に

な
り
、
心
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る

人
が
発
す
る
周
り
へ
の
サ
イ
ン

に
、
な
る
べ
く
早
く
気
づ
い
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。 

「
い
つ
も
と
少
し

様
子
が
違
う
け
ど
、
ど
う
か
し
た

の
？
」、「
最
近
眠
れ
て
る
？
」
な

ど
と
声
を
掛
け
る
こ
と
で
、『
あ

な
た
は
決
し
て
一
人
で
は
な
い

よ
』
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

話
題
を
そ
ら
し
た
り
、
訴
え
や
気

持
ち
を
否
定
し
た
り
、
表
面
的
な

励
ま
し
を
す
る
こ
と
は
逆
効
果
で

す
。
相
手
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、

共
感
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
心
の
病
気
の
兆
候
が
あ
れ
ば
、

本
人
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
気

持
ち
を
理
解
し
て
く
れ
る
家
族
や

友
人
、
上
司
と
い
っ
た
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
の
協
力
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

治
療
の
第
一
歩
は
、
相
談
機
関
や

医
療
機
関
の
専
門
家
へ
の
相
談
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

と
連
携
し
て
、
専
門
家
へ
の
相
談

に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。
健
康
づ
く

り
課
で
は
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る

『
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
相
談
』
を
行
っ
て

い
ま
す
。
相
談
を
希
望
す
る
場
合

は
上
記
ま
で
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
は
大
丈
夫
？
『
心
の
健
康
』
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

３
月
は
自
殺
対
策
強
調
月
間
で
す

春
特
有
の
心
の
変
化
に
注
意

　
身
体
や
心
の
健
康
状
態
に
つ
い

て
自
然
な
雰
囲
気
で
声
を
掛
け
、

焦
ら
ず
に
優
し
く
寄
り
添
い
な
が

ら
見
守
り
ま
し
ょ
う
。
家
庭
や
職

場
で
は
、
体
や
心
の
負
担
が
減
る

よ
う
に
配
慮
し
、
必
要
に
応
じ
て

家
族
と
連
携
を
と
り
、
主
治
医
に

情
報
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。
あ

な
た
自
身
が
元
気
が
な
く
な
っ
た

と
き
や
、
あ
な
た
の
大
切
な
誰
か

が
い
つ
も
と
違
う
と
き
な
ど
、「
大

丈
夫
？
」
と
声
を
掛
け
た
り
、
掛

け
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、

少
し
だ
け
ほ
っ
と
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
肩
の
力
を
抜
い
て
深

呼
吸
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た

は
ひ
と
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

問
合
先
　
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
　
　
　 

（
　
☎
㉓
２
１
５
６
）

『
飲
酒
運
転
根
絶
』
へ
待
っ
た
な
し
の
状
況
！
４
年
連
続
管
内
別
ワ
ー
ス
ト
１
位

〜
飲
ん
だ
日
は 

お
む
か
え
呼
ん
で
ね 

お
父
さ
ん
！
〜(
小
学
生
に
よ
る
飲
酒
運
転『
ゼ
ロ
』標
語
最
優
秀
賞
）

　
飲
酒
運
転
は
、
重
大
な
交
通
事

故
に
直
結
す
る
悪
質
で
危
険
な
交

通
違
反
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
市
内
の
飲
酒
運
転
の
検
挙
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
平
成
22
年
以

降
、
飲
酒
運
転
検
挙
者
３
年
連
続

県
内
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
い
う
危
機

的
状
況
が
続
い
た
こ
と
な
ど
を
受

け
、
市
で
は
、
昨
年
９
月
に
『
飲

酒
運
転
「
ゼ
ロ
」
市
民
大
会
』
を

開
催
し
、『
飲
酒
運
転
「
ゼ
ロ
」
の

ま
ち
宣
言
』
を
行
う
と
と
も
に
、

年
間
を
通
し
て
飲
酒
運
転
根
絶
に

向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
昨
年
、
検

挙
件
数
は
大
幅
に
減
少
し
た
も
の

の
、
警
察
署
管
内
別
の
検
挙
件
数

で
は
、
４
年
連
続
で
県
内
ワ
ー
ス

ト
１
位
と
い
う
、
残
念
で
不
名
誉

な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
飲
酒
運
転
根
絶
に
は
、
運
転
者

の
み
な
ら
ず
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
『
飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
あ
り
許

さ
れ
な
い
』
と
い
う
強
い
意
志
を

持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。
い
ま
一

度
、
家
庭
で
、
地
域
で
、
職
場
で
、

飲
酒
運
転
の
根
絶
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
を
行
い
、
伊
万
里
市
か
ら

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
！

　
市
で
は
、
従
業
員
に
対
す
る
飲

酒
運
転
防
止
対
策
に
率
先
し
て
取

り
組
む
『
飲
酒
運
転
「
ゼ
ロ
」
モ

デ
ル
事
業
所
』
に
、
現
在
、
市
内

50
事
業
所
を
指
定
し
て
い
て
、
引

き
続
き
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
総
務
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先
　
総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　 

（
　
☎
㉓
２
１
２
３
）

警察署管内別の
飲酒運転検挙件数

区　分 Ｈ 22 Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 25

伊万里 68 60 67 30

佐　賀 39 24 27 27

唐　津 49 49 19 25

話
し
て
み
て
。
休
ん
で
み
て

相
談
機
関
が
あ
り
ま
す

気
づ
い
て
声
を
掛
け
て
あ
げ
る

専
門
家
に
つ
な
ぐ
役
目
に
な
る

も
う
や
め
よ
う
、
な
く
そ
う

決
し
て
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い

今
後
も
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
い
く

つ
ら
い
結
果
を
受
け
止
め
る



まちづくりの基本方向 施策名称 成果指標 めざす
方向性

平成24 年度
計 　画　 値

平成24 年度
実 　績　 値 達成度

安心で健やかな
暮らしづくり 医療体制の充実 市内の医療体制に

対する満足度 増加 50.0 ㌫ 46.0 ㌫   92.0 ㌫

創造的で心豊かな
ひとづくり 文化財の保護と活用 文化財の保護活用

に対する満足度 増加 62.0 ㌫ 41.1 ㌫   66.3 ㌫

活気あふれる
産業づくり 貿易の振興 コンテナ貨物の

年間取扱量 増加 30,000 TEU 30,169 TEU 100.6 ㌫

安全で快適な
地域づくり

ごみの減量化と廃棄
物の適正な処理

市民１人当たりの
１日のごみ排出量 減少 705 ㌘ 715 ㌘   98.6 ㌫

自立と協働の
まちづくり

男女協働参画社会の
形成 女性委員の選任率 増加 35.0 ㌫ 34.4 ㌫   98.3 ㌫
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市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和

　
巨
人
軍
の
原
辰
徳
監
督
が
、
雑

誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
選
手
を

怒
る
と
き
に
一
番
気
を
つ
け
て
い

る
の
は
言
葉
で
あ
り
、
言
葉
が
そ

の
選
手
を
生
か
し
も
す
れ
ば
殺
し

も
す
る
」
と
話
し
た
記
事
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
は
、
古
代
か
ら
『
こ
と
だ

ま
の
国
』
と
言
わ
れ
、
言
葉
の
呪

術
的
な
作
用
が
語
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
落
ち
込
ん
で
い
る
と
き
に
立

ち
直
ら
せ
る
言
葉
や
勇
気
づ
け
ら

れ
る
言
葉
、
慰
め
の
言
葉
な
ど
、

言
葉
に
は
力
が
あ
り
、人
間
に
と
っ

て
不
可
欠
な
も
の
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、『
言
葉
に
は
味
が
あ
る
』

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
手
足
が
動

か
な
い
満ま
ん

身し
ん

創そ
う

痍い

の
入
院
患
者

が
、
２
人
の
看
護
師
か
ら
ご
は
ん

を
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
き
の

話
で
す
。
看
護
師
Ａ
は
、
黙
っ
て

ス
プ
ー
ン
を
口
に
運
ぶ
。
看
護
師

Ｂ
は
、「
こ
れ
は
白
身
の
魚
で
す

よ
」
な
ど
と
話
し
か
け
な
が
ら
食

べ
さ
せ
る
。
Ａ
も
Ｂ
も
や
さ
し
い

看
護
師
で
す
が
、
や
は
り
看
護
師

Ｂ
か
ら
食
べ
さ
せ
て
も
ら
う
方

が
、
美
味
し
く
感
じ
た
と
い
う
の

で
す
。
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
、『
味

の
あ
る
言
葉
』
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
。

　
３
月
は
、
卒
業
式
の
シ
ー
ズ
ン

で
す
。
卒
業
は
終
わ
り
で
は
な
く
、

出
発
で
も
あ
り
ま
す
。
卒
業
す
る

人
に
先
生
や
来
賓
か
ら
花
向
け
や

旅
立
ち
の
言
葉
が
発
せ
ら
れ
、
そ

の
言
葉
に
感
動
し
た
り
座
右
の
銘

に
し
た
り
す
る
人
も
い
れ
ば
、
馬

耳
東
風
の
人
も
い
る
な
ど
、
受
け

止
め
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

　
自
分
自
身
を
振
り
返
っ
て
み
れ

ば
、
受
験
や
就
職
は
思
う
よ
う
に

い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
ん
な

と
き
に
あ
る
人
か
ら
掛
け
て
も

ら
っ
た
言
葉
は
、「
人
間
は
自
分
の

置
か
れ
た
そ
の
中
で
最
善
を
尽
く

す
ほ
か
な
い
だ
ろ
う
」
で
、
私
自

身
、
折
に
触
れ
て
こ
の
言
葉
を
大

切
に
し
て
き
ま
し
た
。後
で
わ
か
っ

た
の
で
す
が
、
こ
の
言
葉
は
、
老

夫
婦
の
一
世
一
代
の
東
京
旅
行
を

通
し
て
家
族
の
絆
き
ず
な
な
ど
を
描
い
た

映
画
『
東
京
物
語
』
で
知
ら
れ
る
、

小
津
安
二
郎
監
督
の
言
葉
な
の
だ

そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
に

は
、
自
分
の
思
い
描
い
た
こ
と
が

待
っ
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
し
、

つ
ら
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、『
こ
れ
ま
で
に
出
会
っ
た

言
葉
た
ち
』
が
、
き
っ
と
手
助
け

に
な
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
背
負
っ
て

立
つ
卒
業
生
に
、
少
し
で
も
心
に

残
る
言
葉
を
贈
り
た
い
も
の
で
す
。

言
　
葉

■問合先　企画政策課行財政改革推進室
                                          （　 ☎㉓２１２４）

　行政評価とは、市が提供する行政サービスについて『市
が行う必要があるのか』、『どのような成果があったのか』、

『かかったコストは妥当か』などの観点から自己評価を行
い、そこで明らかになった課題を次の事業活動に生かし
ていくという行政経営の手法です。
　これは、市民サービスの向上と効率的な行政運営をめ
ざすための取り組みであり、市では第５次総合計画の施
策体系に基づき、施策・事業群・事務事業の３階層で評
価を行っています。

　平成 25 年度は、前年度に実施したすべての施策や事
務事業について評価を行いました。また、今年度に実施

〜『成果重視』の行政運営をめざして〜

　　　　　　　　：達成度 100 ㌫以上、　　　　：達成度 80 〜 99 ㌫、　　　：達成度 80 ㌫未満

した『市民アンケート調査』で得られ
た満足度などを成果指標に反映し、客
観性のある評価に努めました。

　行政評価では、行政サービスの効果を『成果指標』で
測ります。成果指標とは、施策や事務事業の達成目標を
数値化したもので、その実績を見れば行政サービスがど
のくらい機能したのか知ることができます。今年度行っ
た評価では、全施策の半数以上で目標を達成することが
できました。今回は、その中から５つの施策を抜粋し、
成果指標とその達成度を紹介します。
※詳しい内容は、市役所１階の市民情報コーナーや市民

図書館のほか、市ホームページでもご覧になれます。

    お知らせします  行政評価
■ 行政評価を実施しています

■ 全 40 施策を評価

■ 施策の成果について
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みんなの広場

　認知症の人とその家族の会『ひまわり会』による講演会

が市民図書館で開催されました。『親が子どもになっていく

〜汗かき べそかき 恥かき日記〜』と題して行われた講演

では、佐賀県支部代表の森久美子さんが、母親の介護の体

験談を交えながら、「寝たきりになっても目や耳を楽しま

せる工夫や環境整備が必要」と会場に語りかけていました。

↓「本人が話さなくても周りからの声掛けは大切」と熱く語る森さん

　　　 ひまわり会による認知症講演会認知症の介護あなたはどうしますか

　市ふれあい障害者文化祭とふれあいコン

サートが市民センターで開催されました。こ

れは、障害者（児）の作品展示や体験発表な

どを通じて、市民の障害に対する理解と関心

を高め、障害者の自立と社会参加の促進を図

るため、市手をつなぐ育成会などが毎年行っ

ているものです。この日のコンサートでは、

９団体が歌や演奏などを披露。会場を埋め尽

くした観客たちは終始温かい拍手を送るな

ど、障害への理解を深めている様子でした。

　　　 ふれあい障害者文化祭とコンサート障害への理解を深めた一日

↓この日のために練習してきた歌を披露する『瑠璃光苑音楽クラブ』の皆さん

このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ

まちの話題

1.26

みんなの広場

1.26

多くの人でにぎわう物品販売体験と抱負を語る田代さん展示作品は力作ばかり

↑区民 65 人が参加した防災訓練の様子を発表する里区の石井司朗区長

　　　 『わがまち・わが家の防災マップ』完成説明会住民手作り防災マップで安全安心を

1.27

　市は、災害から市民の生命を守るため、住民による防災マッ

プの作製を推進しています。取り組み２年目の今年度は、伊万

里・立花地区、大川内・波多津町の全 60 行政区でマップが完

成し、市民センターで、全戸配布を前にマップの披露や活用方

法についての説明がありました。また、東山代町里区の防災

訓練の発表もあり、住民からの意見や課題が報告されました。
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武
装
し
て
い
な
い
黒
人
の
デ
モ

行
進
に
対
し
、
白
人
の
警
官
隊
が

発
砲
。
69
人
が
死
亡
し
、
１
８
６

人
が
負
傷
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

１
９
６
０
年
３
月
21
日
に
南
ア
フ

リ
カ
の
シ
ャ
ー
プ
ビ
ル
と
い
う
町

で
起
き
た
痛
ま
し
い
事
件
で
す
。

当
時
の
南
ア
フ
リ
カ
国
内
で
は
、

厳
し
い
人
種
隔
離
政
策
（
ア
パ
ル

ト
ヘ
イ
ト
）
が
黒
人
た
ち
を
苦
し

め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
現
状
を
変

え
よ
う
と
し
た
勇
気
あ
る
人
た
ち

に
向
け
て
、
警
官
隊
が
無
差
別
に

発
砲
し
た
の
で
す
。

　
こ
の
惨
事
が
契
機
と
な
り
、
国

連
は
１
９
６
６
年
の
総
会
に
お
い

て
、
３
月
21
日
を
『
国
際
人
種
差

別
撤
廃
デ
ー
』
と
し
ま
し
た
。
今

で
は
、
毎
年
こ
の
日
に
世
界
中
で
、

差
別
撤
廃
を
求
め
る
運
動
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

皆
さ
ん
も
差
別
に
つ
い
て
考
え
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
差
別
の
無
い
明
る
い
社
会
の
実

現
を
誰
も
が
望
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、
残
念
な
が
ら
私
た
ち
の
周

り
に
は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
い

ま
だ
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
差
別

す
る
つ
も
り
は
無
く
て
も
、
私
た

ち
は
配
慮
の
足
り
な
い
言
葉
を
ま

る
で
銃
弾
の
よ
う
に
発
し
、
知
ら

な
い
う
ち
に
相
手
を
傷
つ
け
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
撤
廃
に
生

涯
を
捧
げ
、
昨
年
12
月
に
永
眠
し

た
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
氏
は
、

「
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
肌
の

色
や
出
身
、
宗
教
を
理
由
に
他
人

を
憎
む
人
は
誰
も
い
な
い
。
憎
し

み
は
後
か
ら
学
ぶ
も
の
で
あ
り
、

も
し
憎
し
み
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
な
ら
、
愛
す
る
こ
と
も
教
え
ら

れ
る
は
ず
だ
。
愛
は
そ
の
反
対
の

感
情
よ
り
も
、
人
に
と
っ
て
自
然

に
な
じ
む
も
の
だ
か
ら
」
と
語
っ

て
い
ま
す
。
相
手
の
立
場
に
な
っ

て
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
差
別

を
な
く
す
第
一
歩
で
す
。
誰
も
が

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し

て
、
あ
な
た
も
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

『
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
館
』
が
新
築
移
転

　
生
き
た
化
石
『
カ
ブ
ト
ガ
ニ
』

の
常
設
展
示
館
と
し
て
木
須
町

多
々
良
海
岸
に
あ
る
『
カ
ブ
ト
ガ

ニ
の
館
』
が
新
築
移
転
し
、
２
月

10
日
、
現
地
で
開
館
式
が
あ
り
、

牧
島
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ
と
ホ
タ
ル
を

育
て
る
会
な
ど
関
係
者
約
40
人
が

出
席
し
、
開
館
を
祝
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
新
築
移
転
は
、
旧
館
が

手
狭
だ
っ
た
こ
と
か
ら
国
の
過
疎

地
域
等
自
立
活
性
化
推
進
交
付

金
１
０
０
０
万
円
を
活
用
し
て

行
っ
た
も
の
で
、
総
事
業
費
は
約

１
０
８
０
万
円
、
床
面
積
は
旧
館

の
約
２
倍
の
92
・
６
２
５
㎡
で
、

展
示
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
研
修
室
も

備
え
、
一
度
に
多
く
の
人
が
参
観

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、家
庭
で
人
権
・

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで
考えよう

人権・同和問題
Ｎo. ２０９

差
別
の
無
い
社
会
を
め
ざ
し
て

↑広く機能的な展示場に生まれ変わり、約
50 ㍍移転した伊万里湾カブトガニの館

　
　
　

　　

染そ
め
つ
け付

芙ふ

蓉よ
う

手で

花か

鳥
ち
ょ
う

文も
ん
ざ
ら皿

　
　
　
　
　
〜 

中
国
磁
器
に
代
わ
る
古
伊
万
里 

〜

　
会
い
に
行
け
る
焼
き
物
⑫  

◆
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

　
　
　（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
古
伊
万
里
は
、
中
国
が
明
か

ら
清
へ
王
朝
交
代
し
、
海
上
交

易
が
禁
止
さ
れ
て
か
ら
、
国
内

外
で
中
国
磁
器
の
代
用
品
と
し

て
需
要
が
飛
躍
的
に
高
ま
り
ま

し
た
。

　
染
付
芙
蓉
手
花
鳥
文
皿
は
、

１
６
７
０
～
１
６
８
０
年
代
に

作
ら
れ
た
染
付
の
古
伊
万
里

で
、
口
径
39
・
０
㌢
、
底
径

17
・
８
㌢
、
高
さ
８
・
０
㌢
の

大
皿
で
す
。

　
こ
の
皿
の
よ
う
に
、
皿

の
内
面
の
外
周
部
が
区
切

ら
れ
た
皿
は
、
芙
蓉
の
花

の
よ
う
に
見
え
る
た
め
芙

蓉
手
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
こ
の
皿
は
、
外
周
部
の

各
窓
に
花
を
配
し
、
中
央

に
花
に
囲
ま
れ
た
２
対
の

鳥
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

空
白
の
少
な
い
構
図
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
単
色

の
染
付
な
が
ら
華
や
か
さ
を
う

か
が
わ
せ
る
作
品
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
染
付
芙
蓉
手
花
鳥
文
皿
は
、

伊
万
里
・
鍋
島
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

開
催
中
の
『
鍋
島
十
傑
と
古
伊

万
里
展
』
で
、
６
月
１
日
ま
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

　
開
館
時
間
や
入
館
料
な
ど
に

つ
い
て
は
、
伊
万
里
・
鍋
島
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
☎
㉒
２
２
６
７
）
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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大お
お

氷つ

ら

ら柱
鰊

に
し
ん

御ご

殿て
ん

の
昔
見
せ

鸛
こ
う
の
と
り

は
こ
び
く
れ
た
る
孫
連
れ
て

　
二
重
に
祝
う
あ
ら
た
ま
の
春

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

萩
原
　
豊
彦

杉
山
　
露
子

伊
万
里
白
露
短
歌
会

　『
伊
万
里
観
光
い
ろ
は
か
る
た
』

第
７
回
市
内
小
学
校
交
流
大
会
が

１
月
25
日
、
伊
万
里
玉
屋
大
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
伊
万
里
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
が
、
子
ど
も
た
ち
に

か
る
た
を
通
じ
て
伊
万
里
の
歴
史

や
産
業
な
ど
を
学
び
、
郷
土
を
愛

す
る
心
を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
毎

年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
平
成

17
年
に
作
製
さ
れ
た
『
伊
万
里
観

光
い
ろ
は
か
る
た
』
を
、
７
年
前

に
市
内
の
小
学
校
全
ク
ラ
ス
に
寄

贈
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
今
年
は
10
校
か
ら

14
チ
ー
ム
、
約
70
人
の
児
童
が
参

『
伊
万
里
観
光
い
ろ
は
か
る
た
』
第
７
回
市
内
小
学
校
交
流
大
会

↑保護者や先生の応援などで、会場
は熱気に包まれていました

か
る
た
を
通
じ
て
伊
万
里
の
良
さ
を
再
発
見↑立花小学校チーム同士で白熱した

戦いとなった決勝戦

　
１
月
22
日
、
め
で
た
く
百
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
、
し
ょ
う

ぶ
苑
（
佐
賀
市
大
和
町
）
に
入
所

中
の
清
藤
ヨ
ネ
さ
ん
を
、
桑
本
長

寿
社
会
課
長
が
訪
問
し
、
記
念
の

メ
ダ
ル
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
困
っ
て
い
る
人
を
見
た
ら
放
っ

て
お
け
な
い
性
格
で
、
歌
が
大
好

き
だ
と
い
う
ヨ
ネ
さ
ん
。
若
い
こ

ろ
は
よ
く
裁
縫
を
し
て
い
て
、
子

ど
も
た
ち
の
着
物
や
ラ
ン
ド
セ

ル
、
手
提
げ
鞄

か
ば
ん

な
ど
を
手
作
り
し

た
り
、
周
り
の
人
に
も
作
っ
て
あ

げ
た
り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ

ん
な
ヨ
ネ
さ
ん
の
長
生
き
の
秘ひ

け
つ訣

は
、『
物
に
感
謝
す
る
』、『
人
の
悪

口
を
言
わ
な
い
』
だ
そ
う
で
す
。

　
ヨ
ネ
さ
ん
は
、
桑
本
課
長
か
ら

メ
ダ
ル
を
贈
ら
れ
る
と
、
目
を
輝

か
せ
て
喜
ば
れ
、
し
ょ
う
ぶ
苑
の

入
所
者
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も
多
く

の
祝
福
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
お
祝
い
に
駆
け
つ
け

た
娘
さ
ん
た
ち
に
囲
ま
れ
て
、
と

て
も
幸
せ
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

↑
施
設
の
皆
さ
ん
に
祝
福
さ
れ
嬉
し
そ
う

に
ほ
ほ
笑
む
ヨ
ネ
さ
ん
（
中
央
）

い
つ
ま
で
もお元

気
で

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

清藤 ヨネさん
（大川町立川）

加
。
児
童
た
ち
は
、
１
枚
で
も
多

く
の
札
を
取
ろ
う
と
、
読
み
手
の

声
に
耳
を
傾
け
、
真
剣
に
絵
札
を

取
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
競
技
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

● 

優
　
勝
　
立
花
小
学
校
Ｂ

● 

準
優
勝
　
立
花
小
学
校
Ａ

● 

３
　
位
　
伊
万
里
学
校
Ａ

↑見事優勝を手にし、笑顔いっぱいの立花小学
校 B チームの児童
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小
こ

島
じま

 香
か

奈
な

子
こ

 さん

★
お
仕
事
は
　

　
伊
万
里
信
用
金
庫
に
勤
務
し
て

２
年
目
❀
常
に
笑
顔
で
い
る
こ

と
や
外
に
出
て
も
会
社
の
顔
だ

と
い
う
意
識
を
忘
れ
ず
に
日
々

を
大
切
に
過
ご
し
て
い
ま
す
★

★
好
き
な
食
べ
物
は
　

　
気
が
つ
け
ば
い
つ
も
う
ど
ん
を

す
す
っ
て
い
る
よ
う
な

(^^)

★
休
日
の
す
ご
し
方
は
　

　
家
族
と
出
か
け
た
り
、
友
達
と

遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
☀

★
趣
味
は
　

　
嵐
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
♪
特
に
大
野

く
ん
の
フ
ァ
ン
で
昨
年
は
コ
ン

サ
ー
ト
に
２
回
行
き
ま
し
た
♬

★
好
き
な
男
性
の
タ
イ
プ
は
　

　
笑
っ
た
時
の
顔
が
カ
ワ
イ
イ
人
♥

★栄町

★おうし座・B 型

　
わ
た
し
は
保
育
園
で
お
に
ご
っ

こ
や
ブ
ラ
ン
コ
を
す
る
の
が
だ
〜

い
好
き
★
食
べ
も
の
は
何
と
い
っ

て
も
『
と
う
た
ん
』
が
釣
っ
て
さ

ば
い
て
く
れ
る
お
刺
身
が
最
高

(^^)

メ
ル
ち
ゃ
ん
と
仲
良
し
で
、
お
部

屋
も
つ
く
っ
て
あ
げ
て
る
ん
だ
♬

山口 あんりさん

　
い
よ
い
よ
１
年
生
の
あ
ん
り
ち
ゃ

ん
✿
友
達
作
っ
て
楽
し
い
学
校
生
活

に
な
る
よ
う
願
っ
て
ま
す
☀
ひ
ら
り

姉
ち
ゃ
ん
と
ず
っ
と
仲
良
し
で
ね
♥

★大
ひろ

樹
き

・光
み

希
き

さんの次女

★山代町久原一区

(　  )6 歳
6 か月

13

(20 歳)

て
並
べ
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た

り
、
１
日
１
冊
の
貸
し
出
し
に
毎

日
取
り
組
ん
だ
り
す
る
な
ど
園
児

が
本
に
親
し
め
る
工
夫
を
随
所
に

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
で
読

ん
で
も
ら
っ
た
本
を
カ
ー
ド
に
記

し
た
家
読
カ
ー
ド
を
園
内
に
掲
示

し
た
り
、
保
育
参
観
の
と
き
な
ど

に
、
親
子
で
お
薦
め
の
絵
本
を
紹

介
し
た
り
す
る
な
ど
、
保
護
者
や

家
庭
も
参
加
す
る
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
黒
川
小
学
校
は
、『
日
本
で
一

番
、
楽
し
く
本
を
読
む
小
学
生
に

な
ろ
う
！
』
を
目
標
に
、
２
１
４

日
間
で
、
１
４
０
４
２
の
読
書
冊

数
で
し
た
。
同
校
は
、
昨
年
９
月

に
図
書
館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
保

護
者
や
地
域
な
ど
が
連
携
し
て
、

機
能
的
で
明
る
く
居
心
地
の
よ
い

図
書
館
に
変
身
さ
せ
ま
し
た
。
利

用
規
程
も
見
直
す
な
ど
、
ハ
ー
ド

面
の
整
備
と
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を

図
っ
た
結
果
、
昨
年
10
月
の
貸
出

冊
数
が
対
前
年
比
の
２
・
25
倍
と

な
る
な
ど
の
効
果
が
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
読
み
語
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
お
は
な
し
ど
ん
ぐ
り
』
が
選
書
し

た
本
を
、
ク
ラ
ス
毎
に
回
し
読
み

し
た
り
、
親
子
で
感
想
を
書
い
た

り
す
る
『
リ
レ
ー
家
読
』
を
行
う

な
ど
、
地
域
や
家
庭
と
と
も
に
読

書
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
自
主
的
で
創
意
に
満
ち
た
読
書

活
動
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
佐
賀
県
が
実
施
し
た
『
読
書

チ
ャ
レ
ン
ジ
運
動
』
で
、
波
多
津

東
幼
稚
園
が
一
般
の
部
（
26
個
人
・

団
体
応
募
）
で
、黒
川
小
学
校
が
小
・

中
学
校
の
部
（
37
校
応
募
）
で
そ

れ
ぞ
れ
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

２
月
10
日
、
県
の
職
員
が
園
や
学

校
を
訪
れ
、
表
彰
の
伝
達
が
あ
り
、

賞
状
や
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
波
多
津
東
幼
稚
園
は
、『
家う

ち

読ど
く

を

前
の
月
よ
り
１
冊
以
上
多
く
し
、

た
く
さ
ん
の
絵
本
と
な
か
よ
く
な

ろ
う
』
を
目
標
に
掲
げ
、
取
り
組

ん
だ
約
８
か
月
間
で
、
園
児
18
人

が
２
８
９
４
冊
の
本
を
読
み
ま
し

た
。
同
園
で
は
、
保
育
者
が
お
薦

め
の
本
を
選
び
、
毎
週
入
れ
替
え

↑昼休みの図書館では、本を囲んで楽し
　い時間を過ごす児童の姿があります

↑園で毎日目にすることができる光景。
　即席本屋さんには自然と列ができます

波
多
津
東
幼
稚
園
と
黒
川
小
学
校
に
優
秀
賞

平
成
25
年
度
『
読
書
チ
ャ
レ
ン
ジ
運
動
』

波
多
津
東
幼
稚
園
の
取
り
組
み

図
書
館
先
進
県
を
め
ざ
し
て

黒
川
小
学
校
の
取
り
組
み

↑受賞を喜ぶ図書委員長の吉田舞さん
　（中央右）と副委員長の山口桜さん

↑園児同士が読み聞かせごっこ遊びをす
　るなど読書が盛んな波多津東幼稚園



３月の市民スポーツ

２日（日）
● 牧島町民グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会　牧島小学校
９日（日）
● 東山代町民ニュースポーツ大会
　午前８時 30 分開会　国見中学校
16 日（日）
● 大川内町民 300 歳ソフトボール大会
　午前８時開会　大川内小学校
23 日（日）
● 秘窯の里ふれあいウォーキング
　午前９時 50 分開会　大川内町内

15 日（土）
● 国見台陸上記録会
　午前９時開会　国見台陸上競技場
16 日（日）
● 市長旗争奪各町対抗卓球大会・
　　　　　　　　  ラージボール大会
　午前９時開会　国見台体育館
21 日（金・祝）
● 伊万里スプリングスポーツデイ
　（伊万里さわやかスポレク祭、伊万
　里っ子・キッズ・スポーツフェス
　ティバル）
　午前８時 30 分開会
　　　　　　　　  国見台体育館ほか

142014.3

区　間 選 手 名 記　録
１区（7.4 ㌔）中島優大（伊西選抜 ) 24 分34 秒

４区（7.9 ㌔）原口聖司（伊西選抜 ) 25 分44 秒

６区（6.8 ㌔）松尾裕樹（伊西選抜 ) 23 分28 秒

８区（7.9 ㌔）松本千弘（SUMCO) 26 分49 秒

【区間賞】

　
１
月
26
日
、
冬
の
松
浦
路
を
舞

台
に
健
脚
を
競
う
第
67
回
東
西
松

浦
駅
伝
大
会
が
、
有
田
町
東
庁
舎

前
か
ら
唐
津
神
社
ま
で
の
８
区
間

60
㌔
の
コ
ー
ス
で
あ
り
ま
し
た
。

　
連
覇
を
狙
っ
た
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
伊

万
里
は
、
３
区
の
樋
渡
浩
貴
選
手
が

区
間
２
位
な
が
ら
区
間
新
記
録
を

樹
立
す
る
快
走
を
み
せ
た
り
、
最
終

８
区
で
も
松
本
千
弘
選
手
が
区
間

賞
を
獲
得
し
た
り
す
る
な
ど
安
定

感
の
あ
る
レ
ー
ス
運
び
を
展
開
し

ま
し
た
が
、
優
勝
し
た
玄
海
町
体

協
に
３
分
27
秒
差
の
２
位
で
し
た
。

　
ま
た
、
大
川
町
体
協
が
チ
ー
ム

の
結
集
力
を
大
い
に
発
揮
し
4
位

に
入
り
、
優
勝
し
た
１
９
５
３
年

の
第
６
回
大
会
以
来
と
な
る
61
年

ぶ
り
の
入
賞
（
５
位
以
内
）
を
果

た
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
オ
ー

プ
ン
参
加
の
伊
西
選
抜
が
、
３
区

間
で
区
間
賞
を
獲
得
す
る
な
ど
奮

闘
。
全
体
の
４
位
に
相
当
す
る
タ

イ
ム
で
走
り
抜
き
ま
し
た
。

【総合成績】 太字は市内のチーム

【新人賞】

【ダイハツ販売賞】

青嶺中校区体協

平山貴裕（大川町体協）

３月の町民スポーツ
順　位 記　録

１  玄海町体協 3時間21 分32 秒

２  SUMCO 伊万里 3時間24 分59 秒
３  鏡体協 3時間27 分33 秒

４  大川町体協 3時間31 分29 秒
５  伊万里中校区体協 3時間31 分32 秒
６  七山体協 3時間32 分42 秒

７  山代町体協 3時間36 分57 秒
８  青嶺中校区体協 3時間37 分09 秒
９  有田町体協 3時間37 分19 秒

10  伊万里市消防署 3時間38 分16 秒
11  伊万里市役所 3時間38 分45 秒
12  浜玉町体協 3時間39 分47 秒

13  東山代町体協 3時間42 分10 秒
14  二里町体協 3時間42 分49 秒
15  唐津市役所 3時間43 分51 秒

16  唐津中部体協 3時間45 分34 秒

17  鬼塚地区体協 3時間47 分32 秒

18  唐津市消防本部 3時間48 分13 秒

 伊西選抜 3時間30 分54 秒
 唐松選抜 3時間43 分51 秒

原口聖司（伊西選抜）

中島優大（伊西選抜）

樋渡浩貴（SUMCO）

↑
有
田
町
東
庁
舎
前
を

ス
タ
ー
ト
す
る
１
区

の
選
手
た
ち
。
選
手

右
端
は
区
間
賞
を
獲

得
し
た
伊
西
選
抜

の
中
島
優
大
選
手

第 67 回 東西松浦駅伝大会

● 期　日　２月 16 日（日）
● 場　所　国見台体育館

【市内選手の主な成績（ペアで表記】
■男子Ａクラス
３　位　奥山　亮輔（脇田町）
　　　　奥山由佳梨（　〃　）
■女子Ｃクラス
３　位　光武　正子（大坪町）
　　　　土井千代子（大川町）

第 12 回伊万里オープン
               バドミントン大会

SUMCO 伊万里 ２連覇ならず 惜しくも２位 ↑唐津神社のゴール前、アンカーたちの意地
　がぶつかり合うデッドヒートがありました

↑３区区間新記録の樋渡浩貴選手（右）と８区
　区間賞の松本千弘選手が準優勝に大きく貢献
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● 

期
　
日
　
２
月
２
日
（
日
）

● 

場
　
所
　
国
見
台
武
道
館

【新人賞】 原口　聖司

　『
第
54
回
郡
市
対
抗
県
内
一
周
駅
伝

大
会
』
が
２
月
14
日
か
ら
16
日
ま
で
の

３
日
間
開
催
さ
れ
、
16
市
郡
13
チ
ー
ム

の
代
表
選
手
が
全
33
区
間
２
６
９
・
９

㌔
を
襷

た
す
き

で
つ
な
ぎ
、
健
脚
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　
初
日
、
伊
万
里
市
チ
ー
ム
は
７
区
を

中
島
優
大
選
手
が
、
９
区
を
原
口
聖
司

選
手
が
区
間
新
記
録
と
な
る
タ
イ
ム
で

駆
け
抜
け
る
な
ど
日
間
４
位
で
発
進
。

　
２
日
目
は
、
全
12
区
間
の
う
ち
、
９

区
間
で
５
位
以
内
に
入
る
な
ど
、
安
定

し
た
レ
ー
ス
運
び
を
展
開
し
て
日
間
４

位
で
し
た
。

　
最
終
日
は
、
各
選
手
が
踏
ん
張
っ
た

も
の
の
波
に
乗
り
切
れ
ず
、
日
間
５
位

で
の
ゴ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　
伊
万
里
市
チ
ー
ム
は
『
襷
愛
』
を
テ
ー

マ
に
３
日
間
を
戦
い
抜
き
、
総
合
４
位

の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

順　位 記　録
１  小　城 14 時間03 分03 秒

２  佐　賀 14 時間10 分41 秒

３  唐津・玄海 14 時間23 分48 秒

４  伊万里 14 時間28 分15 秒
５  武　雄 14 時間39 分01 秒

６  鳥　栖 14 時間39 分18 秒

７  神埼・吉野ヶ里 15 時間06 分03 秒

８  嬉野・太良 15 時間09 分23 秒

９  杵　島 15 時間19 分22 秒

10  三養基 15 時間23 分49 秒

11  多　久 15 時間42 分25 秒

12  鹿　島 15 時間44 分38 秒

13  西松浦 16 時間26 分40 秒

区　間 選 手 名 記　録
  9 区（  9.2 ㎞）原 口 聖 司 28 分16 秒

【総合成績】

【区間賞】　　　     

※ 緑字は区間新記録です。

↑団体戦（試合）小学高学年優勝の済美館

団体戦（基本競演）
順位 小学低学年 小学高学年

１ 赤門館 赤門館

２ 済美館 錬心館

３
松武館 済美館

明星館 明星館

団体戦（試合）
順位 小学低学年 小学高学年

１ 明星館 済美館

２ 無尽館 明星館

３
赤門館 赤門館

松武館 久原剣道

個人戦（男子）
順位 小学 1,2 年 小学 3,4 年 小学 5,6 年

１ 川添 晃明
（松武館）

重松 英吾
（明星館）

田中 寿樹
（明星館）

２ 中尾 　玄
（前平少剣）

片岡 慶光
（無尽館）

山口 裕輝
（東武館）

３

津上 嵩矢
（済美館）

川久保友貴
（久原剣道）

前田 浩輝
（明星館）

坂口 光星
（黒川少剣）

益田 幸輝
（済美館）

桑原 到也
（久原剣道）

個人戦（女子）
順位 小学 4 年以下 小学 5,6 年

１ 福田 　舞
（済美館）

中島 　睦
（赤門館）

２ 林　 咲菜
（済美館）

山田有佳子
（済美館）

３

緒方菜々美
（赤門館）

浦川 琴未
（済美館）

林　 玲花
（赤門館）

樋渡 七海
（無尽館）

第
44
回
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

            

剣
道
交
流
大
会 

↑ 14 区原口聖司選手（左）が 15 区
　平山貴裕選手へたすきを渡す。原口
　選手は９区で区間新記録での区間賞

伊万里市　総合４位

↑ 21 区小嶋修友選手（左）から 22 区
　山下莉穂選手へ、青嶺中学生同士の
　たすき渡しがスムーズに決まる

襷
たすき

愛
あ い

第 54 回 郡市対抗県内一周駅伝大会

記　録 順位 累計
１日目 5 時間 17 分 14 秒 ４位 ４位

２日目 5 時間 04 分 19 秒 ４位 ４位

３日目 4 時間 06 分 42 秒 ５位 ４位

【伊万里市の３日間の成績】

↑団体戦（試合）小学低学年優勝の明星館



し
く
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
者
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先

▽
長
寿
社
会
課
医
療
保
険
係
（
国

民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
）  

（
　
☎
㉓
２
１
５
３
）

▽
勤
務
先
の
医
療
保
険
者
ま
た
は

保
険
事
務
局
（
そ
の
他
の
保
険
）

　
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
生
活
用

品
の
中
に
は
、
ま
だ
使
え
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
物
を
長

く
大
切
に
使
っ
て
い
く
た
め
に
、

十
分
に
使
え
る
品
物
を
『
譲
り
た

い
人
』・『
譲
っ
て
欲
し
い
人
』
が
、

互
い
に
い
つ
で
も
利
用
で
き
る

『
不
用
品
交
換
情
報
掲
示
板
』
を
設

け
て
い
ま
す
。
気
軽
に
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

● 

不
用
品
交
換
情
報
シ
ス
テ
ム
の

　
利
用
手
順

①
品
物
を
『
譲
り
た
い
人
』・『
譲
っ

　
て
欲
し
い
人
』
は
、
環
境
課
に

　
電
話
す
る
か
、
不
用
品
登
録
票

　（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
で
申
し
込

　
ん
で
く
だ
さ
い
。

②
登
録
状
況
は
、
市
民
ロ
ビ
ー
な

ど
に
設
置
し
て
い
る
掲
示
板

や
、
伊
万
里
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
登
録

期
間
は
２
か
月
間
で
す
。
な
お
、
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お知らせコーナー
チャンネル

　
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
で
は
、
被
保
険
者
が
亡

く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
葬
祭
を

行
っ
た
人
に
対
し
、
申
請
に
よ
り

葬
祭
費
３
万
円
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
葬
祭
を
行
っ
た
日
か
ら
２
年

を
経
過
す
る
と
、
時
効
に
よ
り
支

給
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
未
申

請
の
人
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し

ま
し
ょ
う
。

● 

申
請
・
問
合
先
　

　
長
寿
社
会
課
医
療
保
険
係

　
　
　
　
　 

（
　
☎
㉓
２
１
５
３
）

お
知
ら
せ

子育て支援センターに
　　　　　遊びにきませんか
　子育てに関する悩みや相談を受け付けてい
ます。ひとりで悩まず気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌や
　簡単な製作などを行います
　● 日　時　３月 19 日（水）

　　　　　　午前 10 時〜正午

　● 場　所　市民図書館ホール

②お誕生会（要申込）
　３月生まれの乳幼児とその保護者
　● 日　時　３月 26 日（水）

　　　　　　午前 11 時〜 11 時 45 分

　● 場　所　子育て支援センターぽっぽ

◆申込・問合先　子育て支援センターぽっぽ

　　　　　　                    （☎㉓５１９７）

　
入
院
な
ど
の
高
額
な
診
療
を
受

け
る
と
き
は
、『
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
』
の
交
付

を
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
機
関
で
認
定
証
を
提
示
す

れ
ば
、
ひ
と
月
の
医
療
機
関
な
ど

へ
の
支
払
い
が
一
定
の
金
額
（
限

度
額
）
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　
認
定
証
を
提
示
し
な
い
場
合

は
、
い
っ
た
ん
自
己
負
担
し
た
う

え
で
、
加
入
の
医
療
保
険
者
に
申

請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、
限
度
額

を
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
所
得
区
分
に
よ
っ
て
は
、
申
請

の
必
要
が
な
い
人
が
い
ま
す
。
詳

不

用

品

交

換

情

報

掲

示

板

掲
示
板
に
品
物
以
外
の
個
人
情

報
は
掲
載
し
ま
せ
ん
。

③
『
譲
っ
て
欲
し
い
人
』
に
『
譲

り
た
い
人
』
の
連
絡
先
を
教
え

ま
す
。
品
物
の
受
け
渡
し
交
渉

は
、
直
接
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

④
交
渉
が
成
立
し
た
と
き
は
、『
情

報
を
登
録
し
た
人
』
が
環
境
課

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先
　

　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

               

（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

　
市
で
は
、
し
尿
の
汲く

み

取と

り
手
数

料
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
定
額

制
（
世
帯
員
数
に
定
額
を
乗
じ
た

額
で
世
帯
員
の
増
減
が
な
い
場
合

は
毎
月
一
定
額
）
と
従
量
制
（
汲

取
り
量
に
定
額
を
乗
じ
た
額
で
量

に
よ
り
増
減
す
る
）
の
２
つ
の
料

金
体
系
を
と
っ
て
き
ま
し
た
が
、

４
月
以
降
に
汲
取
っ
た
分
か
ら

は
、
定
額
制
を
廃
止
し
、
従
量
制

の
み
を
採
用
し
ま
す
。

　
今
回
の
改
定
は
、
し
尿
汲
取
り

手
数
料
を
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
明

確
で
公
平
な
も
の
に
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

問
合
先
　

　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

               

（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証

葬
祭
費
の
支
給
申
請

伊万里市役所 検索：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。

し
尿
汲
取
り
手
数
料
を

改

定

し

ま

す



▽
写
真
・
工
芸
　  

４
月
27
日
（
日
）

▽
絵
　
画
　
　
　 

５
月
４
日
（
日
）

▽
書
　
　
　
　
　 

５
月
11
日
（
日
）

と
も
に
午
後
４
時
〜
５
時

※
受
付
場
所
は
市
民
セ
ン
タ
ー

● 

展
示
期
間

①
前
　
期
　
写
真
・
工
芸
　
４
月

30
日
（
水
）
〜
５
月
４
日
（
日
）

②
中
　
期
　
絵
画

　
５
月
７
日
（
水
）
〜
11
日
（
日
）

③
後
　
期
　
書

　
５
月
14
日
（
水
）
〜
18
日
（
日
）

● 

展
示
場
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー
文

化
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※
募
集
要
項
、
出
品
申
込
書
は
、

各
町
公
民
館
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
　
☎
㉒
１
２
６
２
）

● 

問
合
先
　
伊
万
里
少
年
少
女
合

　
唱
団
・
橋
口
（
☎
㉓
０
９
３
３
）

● 

受
講
資
格
　
市
内
在
住
の
女
性

● 

開
催
期
間

▽
料
理
教
室
（
健
康
家
庭
料
理
）

　
６
月
〜
11
月
の
毎
月
第
１
水
曜

日
（
全
６
回
）

▽
粘
土
教
室
　

　
４
月
〜
平
成
27
年
３
月
の
毎
月

第
２
金
曜
日
（
全
12
回
）

● 

時
　
間
　 

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

● 

場
　
所
　
市
同
和
教
育
集
会
所

● 

受
講
料
　
無
　
料

※
材
料
費
は
別
途
必
要
で
す
。

● 

申
込
期
限
　
３
月
20
日
（
木
）

● 

申
込
・
問
合
先
　
市
同
和
教
育

　
集
会
所
（
　
☎
㉒
７
４
６
２
）

　
創
作
意
欲
あ
ふ
れ
る
作
品
を
、

こ
の
機
会
に
発
表
し
ま
せ
ん
か
。

● 

出
品
資
格
　
市
内
在
住
者
、
も

　
し
く
は
市
内
勤
務
者

※
書
部
門
の
み
中
学
生
以
上
可
、

　
そ
の
他
は
高
校
生
以
上

● 

出
品
料
　
無
　
料

● 

出
品
受
付
日
時

17 2014.3

を
重
視
し
た
系
統
的
な
教
育
活
動

を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
の
教
職

員
が
合
同
で
授
業
や
生
徒
指
導
な

ど
の
研
究
を
行
う
こ
と
で
、
教
師

力
や
授
業
力
の
向
上
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す

● 

問
合
先
　
学
校
教
育
課

               

（
　
☎
㉓
３
１
８
５
）

● 
日
　
時
　
３
月
30
日
（
日
）

                    

午
後
３
時
30
分

● 

場
　
所
　
ロ
イ
ヤ
ル
チ
ェ
ス

タ
ー
伊
万
里
チ
ャ
ペ
ル

● 

内
　
容
（
３
部
構
成
）　

　
友
情
出
演
団
体
（
伊
万
里
合
唱

団
、
グ
ラ
ン
ク
ー
ル
）
と
の
共

演
、
子
ど
も
の
た
め
の
合
唱

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
１
０
０
万
回

生
き
た
ね
こ
』
な
ど

　
４
月
か
ら
市
で
初
と
な
る
小
中

一
貫
校
が
２
校
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
２
校
は
、
南
波
多
小
学
校
と
南

波
多
中
学
校
が
統
合
さ
れ
て
誕
生

す
る
『
小
中
一
貫
校
南
波
多
校
』

と
、
滝
野
小
学
校
と
滝
野
中
学
校

が
統
合
さ
れ
て
誕
生
す
る
『
小
中

一
貫
校
滝
野
校
』
で
す
。
両
校
と

も
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

小
中
連
携
を
さ
ら
に
推
し
進
め

て
、『
小
中
一
貫
教
育
』
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
小
中
一
貫
校
で
は
、
９
年
間
と

い
う
長
い
ス
パ
ン
で
子
ど
も
の
育

ち
を
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
中
学
校
卒
業
ま
で
を
見
据

え
た
計
画
的
・
継
続
的
な
学
習
指

導
や
生
徒
指
導
を
行
う
こ
と
で
、

子
ど
も
の
育
ち
や
学
び
の
連
続
性

料
理
教
室
と
粘
土
教
室

お知らせコーナー
チャンネル

★ ニュースポーツの紹介 ★
　今回は、子どもから大人まで楽しめる人気
のニュースポーツ『アジャタ』を紹介します。
　１チーム（４〜６人）が計 100 個の玉をバ
スケットに投げ入れて競う競技で、全部の玉
を入れ終わるまでの時間を競います。時間を
短縮するには、少ない投球回数
で効率よく入るように、玉の投
げ方やチームワーク、作戦など
が重要です。
　市では、アジャタを含め 32 種目のニュース
ポーツ用具を無料で貸し出しています。気軽
に利用してください。
＜簡単です！貸出し手順＞①電話で体育保健
課に貸出し状況の確認および予約→②来庁し
て必要書類に記入→③貸出→④ 返却

伊万里スポーツ
Ｇｏ！Ｇｏ！

● 問合先  体育保健課（　 ☎㉓３１８７）

スポーツはチカラ。健康はタカラ。

★
★

★
★

ぼ
し
ゅ
う

　金運上昇のパワースポットに選ばれたハウステンボス
内にあるウォーターマークホテル長崎でおしゃれなラン
チを堪能し、フリーゾーンの散策を楽しみましょう。
● 日　時　３月 23 日（日）　
　　　　　午前９時 30 分〜午後４時 30 分
● 参加料　無　料（ランチ代として 2,000 円）
● 定　員　男女各 14 人（申込多数の場合は抽選）
● 申込方法・期限　電話かメール（３月 12 日（水）まで）
● 申込・問合先　婚活応援課（　 ☎㉓２９５０）
※ メールアドレス　deai@city.imari.saga.jp

運気上昇！ホテルdeランチ婚☆

市内でたばこを購入すると、その一部が市の税収になります。たばこは市内で買いましょう。
      ただし、健康のため吸い過ぎには注意しましょう（税務課市民税係 ☎ ㉓２１４８）

４

月

か

ら

２

校

小
中
一
貫
校
ス
タ
ー
ト

市
美
術
展
に
出
品

し

ま

せ

ん

か

伊
万
里
少
年
少
女

合

唱

団

発

表

会

婚活イベントの紹介
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チャンネル

お知らせコーナー
チャンネル

● 

業
務
内
容
　

　
自
動
車
図
書
館
運
転
業
務
な
ど

● 

募
集
人
数
　
２
人

● 

期
　
間
　
４
月
１
日
（
火
）　
　

　
　 

〜
平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）

● 

応
募
資
格
　
市
内
在
住
で
、
道
路

交
通
法
に
定
め
ら
れ
た
大
型
自

動
車
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人

● 

応
募
方
法
　
市
民
図
書
館
に
あ

る
募
集
要
項
を
閲
覧
、
了
承
の

う
え
、
履
歴
書
を
１
通
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
先
着
で
５
人
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。

● 

応
募
期
間
　

　
３
月
１
日
（
土
）
〜
11
日
（
火
）

● 

面
接
日
　
３
月
中
旬
　

● 

面
接
会
場
　
市
民
図
書
館

● 

申
込
・
問
合
先
　
市
民
図
書
館

　
　
　
　
　    

（
☎
㉓
４
６
４
６
）

● 

日
　
時
　

　
３
月
17
日
（
月
）、
20
日
（
木
）

            

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

● 

場
　
所
　
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

● 

対
　
象
　
障
害
の
あ
る
人

● 

募
集
人
数
　
10
人
（
先
着
順
）

● 

参
加
料
　
無
　
料

※
テ
キ
ス
ト
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、
テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円

● 

申
込
・
問
合
先
　

　
佐
賀
県
障
害
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト

　
セ
ン
タ
ー
　
ゆ
め
く
れ
よ
ん

      

（
☎
０
９
５
２
㊱
６
９
７
７
）

      

（
　
０
９
５
２
㊱
６
９
７
８
）

　
花
め
ぐ
り
と
歴
史
探
訪
の
ミ
ス

テ
リ
ー
ツ
ア
ー
で
す
。
行
き
先
は

当
日
の
お
楽
し
み
で
す
。

● 

日
　
時
　
３
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　 
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

● 

集
合
場
所
　

　
市
民
セ
ン
タ
ー
北
側
駐
車
場

● 

募
集
人
数
　
45
人
（
先
着
順
）

● 

参
加
料
　
３
０
０
０
円
（
バ
ス

代
、
昼
食
代
、
保
険
料
含
む
）

● 

申
込
方
法
　

　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

● 

申
込
・
問
合
先
　
伊
万
里
市
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

             

（
☎
・
　
㉒
７
９
３
４
）

● 

募
集
内
容
　

　
日
本
語
お
よ
び
外
国
語
（
英
語
・

韓
国
語
・
中
国
語
な
ど
）
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

● 

応
募
資
格
　
伊
万
里
を
愛
す
る

人
な
ら
ど
な
た
で
も
入
会
で
き

ま
す
（
経
験
や
知
識
、
性
別
、

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）。

※
案
内
は
都
合
の
つ
く
と
き
だ
け

　
で
構
い
ま
せ
ん
。

※
伊
万
里
の
自
然
や
歴
史
、
文
化

の
ほ
か
、
ガ
イ
ド
の
心
得
な
ど

の
事
前
研
修
を
行
い
ま
す
。

● 

申
込
・
問
合
先
　
伊
万
里
市
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

             

（
☎
・
　
㉒
７
９
３
４
）

　
第
18
回
佐
賀
県
さ
わ
や
か
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

が
鳥
栖
市
・
神
埼
市
・
基
山
町
・

み
や
き
町
・
上
峰
町
・
吉
野
ヶ
里

町
・
佐
賀
市
・
唐
津
市
を
中
心
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

● 

期
　
日
　
５
月
25
日
（
日
）

● 

場
　
所
　

　
開
催
市
町
の
各
体
育
施
設

● 
実
施
種
目
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
な
ど
26
種
目
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー

● 

参
加
資
格
　

　
佐
賀
県
民
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

※
種
目
に
よ
っ
て
は
出
場
チ
ー
ム

数
や
年
齢
な
ど
に
制
限
が
あ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

● 

参
加
料
　 

８
０
０
円

※
小
学
生
以
下
は
４
０
０
円

● 

申
込
方
法
　

　
所
定
の
用
紙
に
参
加
料
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
限
　
４
月
11
日
（
金
）

● 

申
込
・
問
合
先
　

　
各
町
公
民
館
、
体
育
保
健
課

　
　
　
　
　 

（
　
☎
㉓
３
１
８
７
）

　
に
こ
に
こ
い
ま
り
で
は
、
地
域

交
流
『
に
こ
に
こ
講
座
』
水
彩
画

コ
ー
ス
の
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。
ま
た
、
一
期
生
の
習
作
展
を

開
催
し
ま
す
。

▽
『
に
こ
に
こ
講
座
』
水
彩
画
コ
ー

ス
（
毎
週
金
曜
日
）

● 

期
　
間
　
４
月
４
日
（
金
）

      

〜
平
成
27
年
３
月
27
日
（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

● 

場
　
所
　
に
こ
に
こ
い
ま
り

● 

参
加
料
　
１
０
０
０
円
（
月
額
）

※
申
込
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

● 

申
込
方
法
　

　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

▽
一
期
生
の
習
作
展

● 

日
　
時
　

　
３
月
22
日
（
土
）
〜
30
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜

● 

場
　
所
　
市
民
図
書
館

● 

申
込
・
問
合
先
　

　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に

こ
に
こ
い
ま
り

             

（
☎
・
　
㉘
１
３
５
３
）

ぼ
し
ゅ
う

自

動

車

図

書

館

運

転

者

募

集

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
随
時
募
集

に
こ
に
こ
い
ま
り

講

座
・

習

作

展

佐
賀
県
さ
わ
や
か

ス

ポ
・

レ

ク

祭

お
宝
め
ぐ
り
伊
万
里
の

魅
力
発
見
・
バ
ス
ツ
ア
ー

障
害
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

FAX

FAX

FAX

FAX

㈱エコライフ・ニブ
伊万里市二里町大里336-8

二里公民館横

☎（0955）20-4188

202

展示場
ココ二里

小学校

ホンダさん

トヨタ
さん

至 有田→

ワンダーランド
さん

いすゞ
さん

二里
公民館

↑
至
津
唐

至
保
世
佐
↓ 実績

No.1

ビタミン健康水
水素水

蛇口を浄水器に取替えませんか?
とにかく一度はご覧

ください！

太陽光発電のすべてが
分かる

展示場

三菱は発電効率No.1!

毎日飲むものだから
本当に満足出来る水

アクティブビオ
取付工事込価格

155,000円
取付工事込価格

蛇口と浄水器が一体に

エコ
●取付工事込価格

44,000円
●取付工事込価格

エコ壁出し水栓
●取付工事込価格

39,800円
●取付工事込価格

現在の蛇口を交換できます!
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お知らせコーナー
チャンネル

相談窓口名 開設日 開設時間 開設場所 問合先
法律相談
※ 要予約

第２・４水曜日
（12 日・26 日）

午前10時〜
午後３時

市民相談
コーナー

情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※ 要予約

第１木曜日
（6 日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※ 要予約

第３木曜日
（20 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第 1・3 火曜日
（4 日・18 日）

午前10時〜
正午

消費生活相談 毎週月〜金曜日 午前10時〜
午後４時

行政相談 第２金曜日
（14 日）

午前９時〜
正午

不動産相談
※ 佐賀県宅地建
　物取引業協会

第２木曜日
（13 日）

午前10時〜
午後３時

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※ 要予約

毎週金曜日 午前９時〜
午後４時 税務課 税務課

㉓２１５２

年金相談
※ 要予約

毎週金曜日
午前９時 30 分

〜
午後３時 30 分

面接室

唐津年金
事務所

０９５５
　５１６１

身障者相談 第４木曜日
（27 日）

午前10時〜
午後３時 面接室 福祉課

社会福祉係
㉓２１５６心の健康相談 毎週月・火・木・

金曜日
午前９時〜
午後３時 30 分

福祉課
社会福祉係

家庭で
　できる！

今月の省エネと
　　地球温暖化対策

待機時消費電力を減らしましょう
　『待機時消費電力』とは、電化製品を使用していない時に消費される
電力のことで、家庭で消費される年間の電力量のうち約６㌫を占めて
います。待機時消費電力を減らすためには、こまめに主電源を切ったり、
機器のプラグを抜いたりする必要があります。『スイッチ付タップ』を
使えばプラグを抜く手間が省けます。また、オーディオ機器などプラグ
を抜くと影響が出る機器は、『表示ＯＦＦ機能』などを活用しましょう。
■ 参考 : 省エネルギーセンターのホームページ　http//www.eccj.or.jp/

● 問合先　
　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

★衆議院議員 大串ひろし 国政報告会
　８日（土）午後７時開演
                           （☎ ０９５２　５７７６）
★鬼橋・松橋・横岳ピアノ発表会
　21 日（金・祝）午後１時 30 分開演
                                      （☎㉘１０７７）

★伊万里幼稚園 発表会
　１日（土）午前９時 30 分開演　
                                      （☎㉓２８８１）
★佐賀県消防大会
　16 日（日）午前 10 時開演
                           （☎ ０９５２㉕７０２７）
★伊万里高等学校吹奏楽部 定期演奏会
　23 日（日）午後２時開演（☎㉓３１０１）
★伊万里中学校吹奏楽部 定期演奏会
　29 日（土）午後１時 30 分開演　
                                      （☎㉓４１５８）

★名画上映会【懐かしき昭和を振り返る 第１回】
                              （図書館ホール）
　16 日（日）　午後２時 30 分〜３時 35 分
　『ながらえば』（昭和 57 年 11 月放送）
　作：山田太一　出演：笠智衆　長山藍子ほか
★子どもミニ上映会（のぼりがまのおへや）
　毎月第３日曜日　午後２時 30 分
　子ども向けのミニ上映会を行います。
※ 催し物はすべて無料です。
★３月の休館日　
　３日、10 日、17 日、24 日、31 日
　27 日（館内整理休館）
※ 21 日（金・祝）は開館します。ただし、

午後６時で閉館します。

市 民 会 館 ☎㉒７１０５

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

３ 月 の 行 事
市民センター ☎㉒３９１１

３月の市民相談

　一方的にパンフレットを送りつけてきたり、「以前の株取引の損失

を取り戻せる」と言って勧誘したりするなどの手口で、レターパック

や小包などで現金を送るように指示する詐欺が増加しています。トラ

ブルに巻き込まれたと感じたら、早めに相談してください。

● 問合先　伊万里市消費生活センター（☎㉓２１３６）

● 女性相談　相談電話番号☎㉒６７６３
▷毎週月・水曜日　午前 ９ 時〜午後４時（面接相談は要予約）

一人で悩まず
ご相談ください

72

レターパックなどで現金を送るよう指示する詐欺に注意を

66

お気軽に
ご相談
ください

タップ情報通信ITセンター
TEL 050-3385-8805
FAX 050-3737-9231

Windows７＆８へ乗り換えよう!
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WindowsXPのメーカーサポートが
2014年４月９日 に終了します。
サポート終了に伴い
ウイルス感染やデータ流出などの
リスクが高くなり
危険です！
この機会にぜひ
ご検討下さい！ 新品・中古パソコン各種販売しております。

データ移行、設定もお任せ下さい！

XP⇨Win７＆８へ
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人のうごき
平成 26 年 2 月 1 日現在
●人口　57,313 人　　（−    2）
　　男　27,417 人　　（−    1）
　　女　29,896 人　　（−    1）
●世帯　22,578 世帯　（＋  28）

（　）は前月比
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■発行日／平成 26 年 3 月 1 日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係
　　　　　(0955)23-4313（ダイヤルイン）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
■伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
■印　刷／山口印刷株式会社
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２
月
３
日
、
市
内
14
の
保
育
園
や
幼

稚
園
で
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
ふ
れ
あ
い

事
業
が
あ
り
、
消
防
職
員
と
園
児
が
、

豆
ま
き
を
行
う
な
ど
節
分
に
ち
な
ん
だ

イ
ベ
ン
ト
で
交
流
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

市
消
防
本
部
東
分
署
・
西
分
署
・
北
分

署
が
、
防
火
意
識
を
幼
少
期
か
ら
高
め

て
も
ら
お
う
と
、
防
火
教
育
の
一
環
と

し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
、
大
川
保
育
園
・
南
波
多
保

育
園
・
松
浦
保
育
園
に
は
、
東
分
署
の

消
防
職
員
が
扮ふ

ん

し
た
『
火
遊
び
鬼
』
が
出

没
。
迫
力
満
点
の
赤
鬼
の
登
場
に
、
思

わ
ず
先
生
に
し
が
み
つ
い
た
り
泣
い
た

り
す
る
園
児
も
い
ま
し
た
が
、
防
火
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
『
キ
ュ
ー
ト
く
ん
』
が
登
場
す

る
と
勇
気
百
倍
。
み
ん
な
で
火
の
用
心

を
呼
び
か
け
な
が
ら
豆
を
投
げ
て
鬼
を

こ
ら
し
め
ま
し
た
。
豆
ま
き
が
終
わ
る

と
心
を
入
れ
替
え
た
鬼
と
園
児
た
ち
は

す
っ
か
り
仲
良
し
に
。
記
念
撮
影
を
す

る
な
ど
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
じ
く
節
分
の
日
に
、
伊
萬

里
神
社
で
は
『
午う

ま

年
生
ま
れ
の
会
』
の

節
分
祭
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
年

の
干え

支と

・
午
に
ち
な
み
、
市
内
の
午
年

生
ま
れ
が
集
ま
り
、
豆
ま
き
を
行
っ
た

も
の
で
す
。
豪
華
賞
品
が
当
た
る
福
引

き
抽
選
会
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
に
ぎ
や

か
な
節
分
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

↑大川保育園児の「火遊びはしません」の掛け声に
　勇気百倍のキュートくんとタジタジの火遊び鬼

↑南波多保育園児の背後に回り込む連携のとれた
　豆まきに火遊び鬼もお手上げでした

↑運動場の端まで追いかけ回されながらも、そこ
　から頑張って豆をまいて反撃する松浦保育園児

↑松浦保育園には、アイテレビのマスコットキャ
　ラクター『アイアイくん』も助っ人として登場

↑多くのギャラリーが待ち構える中、午年生まれ
  の年男と年女が豪快に豆をまきました

↑抽選券付きの豆は 20 分で完売。落花生１年分な
  どが当たる抽選会は、大いに盛り上がりました

↑手作りのお面を被
かぶ

った大川保育園児と火遊び鬼
　は、豆まきの後すっかり仲良しになりました

↑火の用心のぬり絵をバックに、キュートくんと
  一緒に記念撮影をする松浦保育園児

↑火遊び鬼がくれた『火の用心お散歩ロープ』を
  持ちポーズを決めて写真に納まる南波多保育園児

　
以
前
読
ん
だ
新
聞
記
事
の
中
に
心
奪
わ
れ

た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
小
学
校

の
『
り
か
の
て
す
と
』
で
札
幌
の
あ
る
少
女

が
、『
ゆ
き
は
と
け
て
な
ん
に
な
り
ま
す
か
』

の
問
い
に
『
つ
ち
が
で
て
は
る
に
な
り
ま
す
』

と
答
え
た
と
い
う
も
の
で
す
。
残
念
な
が
ら

テ
ス
ト
的
に
は
不
正
解
だ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
雪
国
ら
し
く
春
を
待
つ
期
待
感
や
豊
か

な
感
受
性
が
織
り
な
し
た
で
あ
ろ
う
、
心
に

ポ
ッ
と
明
か
り
を
灯
し
て
く
れ
た
こ
の
答
え

に
、
私
は
大
正
解
を
与
え
た
い
で
す
。
子
ど

も
の
感
性
は
宝
物
で
す
ね
。
さ
て
、
全
国
的

に
大
雪
を
降
ら
す
な
ど
冬
将
軍
の
い
た
ず
ら

が
ち
ょ
っ
と
過
ぎ
た
２
月
も
終
わ
り
、
い
よ

い
よ
春
が
や
っ
て
来
ま
す
。
私
も
熱
烈
な『
春

待
ち
人
』
の
ひ
と
り
で
す
が
、
最
近
は
、
温

暖
化
の
影
響
か
ら
か
、
季
節
感
が
薄
ら
ぎ
春

が
短
く
夏
が
す
ぐ
来
て
し
ま
う
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
で
も
、
な
ぜ
春
を
短
く
感
じ
て
し

ま
う
の
か
よ
く
考
え
て
み
た
と
こ
ろ
、
例
え

ば
『
満
開
の
桜
』
な
ど
と
い
っ
た
『
大
き
な
春
』

ば
か
り
に
注
目
し
て
い
た
せ
い
で
は
な
い
か

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
童
謡
♪
『
小

さ
い
秋
見
つ
け
た
』
に
習
い
、こ
の
春
は
、『
小

さ
い
春
』
を
見
つ
け
な
が
ら
過
ご
し
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
少
し
で
も

春
を
長
く
感
じ
ら
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。（
友
）


